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卒業までの折り返し地点 

●中間考査が終了しました 
本日をもって、４日間に亘る中間考査が終了いたしました。私もあるクラスの試験監督を担当

しました。教室に入って、すぐに感じたことが取り組み方は各自が違っていても、考査に臨む準

備を懸命に取り組んでいました。そして、それがクラスの雰囲気となっていました。流石、３年

生ですね。また、ご家庭においても、手応えがどうであったかを気にして、聞いていただけれ

ば、幸いにおもいます。 

 残り（卒業まで）の機会を見据えると、定期考査はあと、２回（２学期期末考査・学年末考

査）となります。『有終の美』が飾れるように、本気になって、その２回に臨んでいきましょ

う。大いに期待しています。 

 

●自らの進路に向けて 
 ９月の２週目から、就職試験が始まり、現時点で１回目のほぼすべての試験が終了しました。

随時、その結果が学校に届き、生徒たちにも伝えられました。多くの生徒が『内定』の報告を受

け、心の底から喜んでいる様子が見受けられました。『内定』の報告を受けた生徒はこれで、終

わりではなく、これからが、非常に大事な期間となります。その企業に勤める。社会の一員にな

るにふさわしい生活（日常生活・学校生活）を高校生である最後の時まで、送ってください。 

また、残念ながら『内定』の報告をもらえなかった人もいます。現実を受け止めて、次に目を

向けて、前に一歩踏み出しましょう。過去の卒業生でも同じ状況でも、立派に勤め続け、充実し

た生活を送っている人もいます。 

進学希望者も今後、段階的に入学試験が始まります。準備を怠らず、万全なる形で臨んでくだ

さい。 

 進路は『団体戦』。当然、自分の進路が最優先ですが、周囲の人の状況も気を使いながら、全

員で獲得しようとする雰囲気を作ってください。 

 

●北辰祭に向けて 
今まで、行事の機会が奪われてしまった学年です。何とか高校最後の行事（北辰祭）が無事に

実施できることを祈る限りです。生徒たちは各クラスで、その最後の機会に向けて、準備に臨ん

でおります。これから、学校から案内文も提示されますが、ある程度制約を設けさせてもらいな

がら、保護者皆様の来場を受け入れたいと考えております。来場までの手続き等でご面倒をおか

けしますが、御承知いただき、何卒宜しくお願い致します。 


